日刊
2010/２/23　連携会議第46号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
新しい児童生徒イスに髪の毛が挟まる件について
　　新しい生徒イス机が導入されて、一定時間が経ちました。皆さんの学校での様子はどうですか？過日の石教振三次集会で、小学校のイスに座りましたが、旧JISに比べてやはり大きいなという印象でした。因みに、樽中では全校の机イスが新しくなったこの機会に、机イスを３年間同じ生徒に固定する方式をやめ、教室に固定する方式に変えました。「あなたの机イスだから大切に」を「みんなの机イスだから大切に」に変えたわけです。事務サイドからもこの方式を支援する方法を考えていきたいと思います。
　さて、本日の本題です。

　市内のとある小学校から、「長い髪の毛の児童がイスに髪の毛を挟むことが頻繁に発生している」、という情報が寄せられました。実際にイスを確かめてみますと、鉄骨とプラスチック（堅いビニール？）の間にわずかな隙間があり、背を持たれることでその隙間に髪の毛が入りやすくなるのではないかと考えられます。
　皆さんの学校ではどうでしょうか。もし、多くの学校で同じ事例があるのならメーカーさんに訊いてみようと思います。（多くの学校でなくても実際にあるのですから訊いてみようとは思います）。朝会の時にでも職員に聞いてみてください。少数でも事例がありましたら、連携会議事務局まで連絡願います。


　No４５（理科設備納入に関わる現有数報告について）に関して、ご意見いただきました。

　やはり、理振台帳を、H14年３月ころ市教委がエクセルワークシートで配付したらしいとのことです。そうすると、今度の改訂でも市教委が配ってくれるかもしれませんね。まだ市教委に訊ねるには時期が早いようですが、いずれにしろ、どのような方法をとるにせよ、現場に一言相談してほしいという声が大きいようです。
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